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序

埼玉県北部に位置する旧深谷市・旧岡部町・旧川本町・旧花園町の 1市3町が合併

し、平成 18年 1月1日をもって新たに深谷市が誕生しました。市域の南は比企丘陵と

接し、北端は群馬県と接しています。この広大な市域の間を利根川・荒川という国内で

も有数な大河川が貫流しています。

こうした豊かな自然環境のもと、古代人の暮らした足跡が埋蔵文化財として今なお

多く眠っています。なかでも、縄文時代草創期の土器を出土した西谷遺跡をはじめとし

て、弥生土器で有名な上敷免遺跡、県指定史跡の鹿島古墳群、榛沢郡家正倉跡と想定さ

れる「中宿古代倉庫群跡」や国指定重要文化財「緑釉手付瓶」を検出した西浦北遺跡な

ど、重要な遺跡が多数存在します。

今回報告する熊野遺跡は、 JR高崎線岡部駅や国道 17号線に近いことに加え、平成

元年に開始された岡中央土地区画整理事業などにより各種開発が進み、これらに伴う発

掘調査が多数実施されてきました。その結果、 7間X3間をはじめとする大規模建物群

や竪穴住居跡などとともに、道路状遺構• 連房式鍛冶工房・ 石組井戸など特殊な遺構も

検出されました。さらに、役人が使用したと考えられる帯金具や円面硯なども数多く出

土しており、熊野遺跡は役所的機能を有していたことが想定されています。

本報告書は、アパート建設に先立ち平成 11年に実施した熊野遺跡 149次調査の成

果をまとめたものです。住居跡や溝跡などが検出され、熊野遺跡の性格を考える上での

資料を追加することができました。本書が学術・教育関係はもとより、文化財の保護・

保存の啓蒙・ 普及を図る資料として広く活用いただければ幸いです。

最後になりましたが、発掘調査から報告書作成まで、多大なるこ理解とこ協力を賜り

ました関係各位・ 諸機関に心より御礼申し上げます。

平成 18年 10月

深谷市教育委員会

教育長猪野幸男



例言

1 . 本書は、埼玉県深谷市岡に所在する熊野遺跡の、平成 11年度に実施した 149次発掘調査

の成果をまとめたものである。

2. 文化財保護法第 57条の3第 1項に基づく事業者あての指示通知は、次の通りである。

平成 11年4月27日付教文第3-43号

3. 文化財保護法第 57条第 1項に基づく発掘調査の通知は、次の通りである。

平成 11年4月27日付教文第2-11号

4. 発掘調査は、宮本直樹が担当し、平成 11年4月26日～平成 11年5月31日にかけて実

施した。

5. 出土品の整理及び実測・観察表の作成は、竹野谷俊夫が行なった。

6. 図版作成は、宮本直樹と竹野谷俊夫が行った。

7. 本書の執箪は、宮本直樹が行なった。

8. 本書に掲載した資料は、深谷市教育委員会が保管している。

凡例

1 . 発掘調査位置図は岡部町全図 (1/10,000)及び岡部町平面図 (1/ 2,500) を、遺跡分布

図は国土地理院発行 『本庄』 (1/ 25,000) を使用した。

2. 遺構実測図は、現場では基本的に 1/ 20、カマド実測図を 1/ 10とし、 本書掲載の段階で

1 / 60及び1/ 30とした。遺物については、基本的に 1/ 3で掲載した。

3. 図中の方位は、座標北を示す。

4. 選物観察表の数値に( )のあるものは推定値、 《 》のあるものは残存値を示す。

5. 土層断面図及ぴエレベーション図のスクリーントーン（斜線）は、地山を示す。また、図中

の数値は、標高値を示す。

6. 遺構実測図中の英数字は、以下を表す。

SJ竪穴住居跡 SD溝跡 SK土坑
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I 発掘調査の経緯及び経過

1 . 発掘調査の経緯

埼玉県北部に位置する深谷市は、埋蔵文化財の

宝庫として古くから知られてきた。なかでも、縄文

時代草創期の土器を出土した西谷遺跡や、弥生土器

で知られる上敷免遺跡、重要文化財に指定された

緑釉手付瓶を出土した西浦北遺跡など、著名な遺跡

が多い。

熊野遺跡は、深谷市の北西に位置する。 JR高崎

線岡部駅のすぐ北西にあたり、県道蛭川普済寺線と

国道 17号線に挟まれた範囲である。近年までは駅

から少し離れると家も少なく、畑が多く残っていた。

しかしながら、 『岡中央土地区画整理事業』が平成

元年に立ち上がり、 事業が進展するに伴い景観が

激変しつつある。

この区画整理事業に先立つ発掘調査は、平成4年

度から始まり、調査件数は急増した。それ以前の熊

野遺跡における調査は、岡部西小学校及び岡部西幼

稚園建設に伴い4次の調査が実施されていたにすぎ

なかったが、平成4年度以降は現在までに 162次に

及ぶ発掘調査が実施されている。

調査の結果、竪穴住居跡 700軒、掘立柱建物跡

150 棟を始めとして、石組井戸・道路状遺構• 土橋

状遺構を伴う大溝•連房式鍛冶工房など特殊な遺

構も多数検出された。遺物では、多量の土器類のほ

かに、帯金具・ 円面硯• 唐三彩 • 和同開跡・刻字紡

錘車など一般の集落では見られない出土品が注目さ

れる。

今回報告する発掘調査は、アパート建設に先立ち、

平成 11年に実施したものである。

まず、平成 10年 9月 14日に、黒澤清光氏

（以下、「事業主」と記す）から、埋蔵文化財の

所在についての照会が旧岡部町教育委員会（以下

「町教委」と記す）にあった。町教委では、埋蔵文

化財包蔵地図により開発予定地が熊野選跡の範囲内

であることを確認し、遺構の存在の有無を確認する

ための試掘調査が必要である旨を書き添えて、 9月

16日に事業主に書面にて回答した。年が明けた平

成 11年3月15日に、試掘調査依頼書が事業主から

提出されたので、 3月 19日に試掘調査を実施した。

敷地内において 3棟が建設予定のため、長軸に沿っ

て2本ずつ計6本のトレンチを設定した。調査の結

果、竪穴住居跡や溝跡などを検出した。

なお、 3棟の建物のうち南端の範囲においては、

遺構・造物ともに確認されなかった。

これを踏まえ、町教委と事業主で協議を重ねた結

果、工事の変更は不可能であり遺跡の破壊は免れな

いため、記録保存のための発掘調査を旧岡部町遺跡

調査会が実施することで調整を進めた。事業主もこ

れを了承し、平成 11年4月12日付けで文化財保護

法57条の2第 1項に基づく埋蔵文化財発掘の届出

が、町教委を経由して文化庁長官宛に提出された。

これを受けた遺跡調査会では、文化財保護法 57

条の 1に基づく埋蔵文化財発掘調査の届出を所定の

手続きを経て、平成 11年 4月 19日に文化庁長官

へ提出した。

埼玉県教育委員会教育長からの埋蔵文化財発掘届

に対する事業主あての指示通知は、平成 11年4月

27日付け教文第3-43号においてなされた。

実際の発掘調査は、平成 11年4月26日に開始し、

同年5月31日まで実施した。

2. 発掘調査・整理報告の経過

(1) 発掘調査の地番及び遺跡番号

熊野遺跡の埼玉県遺跡登録番号は、 No.63 -017で

ある。

調査地点の地番は、深谷市岡字内出 2844番地であ

る。岡中央土地区画整理事業では、 38街区 11画地

となる。

熊野遺跡では、先述のとおり過去に多数の調査が

実施されてきた。深谷市が行なったものと倶オ）埼玉県

埋蔵文化財調査事業団が実施したものを合わせる

と、現在 170地点に及ぶ。

今回報告分は、平成4年度以降実施した調査のうち

149次調査と命名したものである。

(2) 表土除去

発掘調査は、 4月26日から着手した。作業は、

まずバックホーによる表土除去から始めた。

表土から 30~50cm 掘り下げると黄褐色ローム

面が表れたので、これを遺構確認面とした。

表土除去は、建物2棟の範囲であり、全ての作業を

終えるのに丸 l日を要した。
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(3) 遺構確認• 基準点測量

表土除去に引き続き、翌27日には調査補助員に

よる遺構確認作業を実施した。その結果、竪穴住居

跡 l軒、溝跡3条、ピット多数を確認した。

遺構確認状況の写真撮影の後、遺構の掘り下げを

開始した。

なお、調査区は建物2棟の範囲であるため、便宜

上北側の範囲をA区、南をB区とした。

(4) 遺構掘り下げ及び図化作業

遺構の掘り下げは、調査区北端の 1号住居跡から

始めた。まず、断面観察のためのベルトを設定し、

これを残しながら掘り下げを進めた。また、遺物は

極力原位置を保つように注意を払った。

基準点測量は株式会社東京航業研究所に委託し、

4月 28日に実施した。その後、住居床面を検出し

た段階で、埋没状況を調べるための断面観察を実施

し、 1 / 20の縮尺で図化した。

その後ベルトをはずし、遺物の出土状況の写真撮

影を行い、 l I 20の縮尺で図化した。
遺物を取り上げた後、床面の精査を行い、柱穴．

壁溝などを検出し、掘り下げを実施した。さらに、

カマドの調査が終了したところで、完掘状況の写真

撮影を実施し、別の遺構へ移動した。

他の溝跡やピットなども同様に調査を進めた。

全ての遺構の掘り下げが終了した時点で、調査区

全体の写真撮影を実施し、その後に全測図を作成

した。

調査の全工程が終了し、機材・プレハブ等の撤収

が完了したのは、平成 11年5月 31日のことであっ

た。

(5) 整理・報告

発掘調査で検出された遺物の水洗．接合は、深谷

市教育委員会が平成 18年 1月より開始した。これ

と並行して、図面の整理作業を行なった。遺物の実

測は、平成 18年3月から行い、併せて図版の作成

を行なった。 4月以降原稿を執筆し、たつみ印刷株

式会社に入稿したのは 18年8月のことであった。

報告書の印刷が完了したのは、 9月27日のこと

である。

3. 発掘調査・ 整理・報告書刊行の組織

(1) 発掘調査（平成 11年度）

岡部町遺跡調査会会 長 大野福治

理 事 曽田幸政

理 事 小林初太郎

理 事 久保田邦夫

監 事 高橋好道

監 事 戸塚 尚

事務局長 鈴木秀雄

事務局次長 鎌田恵一

事務局 大谷住雄

II 新井芳夫

＂ 
井田幸一

II 鳥羽政之

＂ 平田重之

II 宮本直樹

臨時職員 竹野谷俊夫

発掘調査参加者

今成ハル子大野ハツ大野カネ子岡 和夫

小暮辰治小暮雄一斎藤好江渋沢ヤイ

高橋ちよ子田嶋律子田中秀子根岸弘子

根岸陽子橋本純子畑山せつ子平野イキ子

三浦フミ 山田勇平

(2) 整理・報告書刊行（平成 18年度）

深谷市教育委員会教育長 猪野幸男

教育次長 古川国康

次 長 中村信雄

同岡部教育事務所所 長 柳田一郎

課長補佐 鈴木八十子

主 査 金井登美子

II 根岸 宏

＂ 鳥羽政之

＂ 
森田富雄

II 宮本直樹

臨時職員 竹野谷俊夫

ff 黒澤 ヽ声しンヽ

II 佐藤由江

II 布施みゆき
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II 遺跡の地理・歴史的環境 なお、櫛挽台地北部における古墳時代の集落は、

現在のところ中宿遣跡や上宿遺跡など数か所が確認

1 . 地理的環境 されているに過ぎない。この時代の集落は、妻沼低

深谷市は、埼玉県の北部に位置し、市内を JR高 地に立地する砂田前遺跡・岡部条里遺跡や本庄台地

崎線、関越自動車道などが通る。 上の六反田遺跡・大寄遺跡・宮西遺跡などがあり、

熊野遺跡は、深谷市岡字熊野他に所在する。 JR 櫛挽台地以外に分布の中心が認められる。

高崎線岡部駅の北西に位置し、東西 1,300m、南北 奈良～平安時代になると、様相は一変する。それ

1,000 mの範囲に及ぶ。近年は市街化が進んでいる。 まで塾域として利用されてきた熊野遺跡内に、突如

遺跡は、櫛挽台地の北部に立地する。南部には標 集落が営まれる。これまでに 162次に及ぶ調査が実

高116mの山崎山とこれに連なる諏訪山が存在する。 施され、 700軒を超える竪穴住居跡、 150棟の掘立

遺跡の中心から 600m北は崖線となり、比高差20 柱建物跡をはじめ、道路状遺構・大溝• 石組井戸・

mをもって妻沼低地へ移行する。また、櫛挽台地の 連房式鍛冶工房など特殊な遺構が多数検出された。

西は藤治川により区分され、本庄台地と接している。 また、円面硯•帯金具•唐三彩の陶枕•刻字紡錘車·

2. 歴史的環境

熊野遣跡の立地する櫛挽台地北部は、早くから開

発が進み、これらに伴う発掘調査の結果、縄文時代

～中世に至る様々な遣構・遺物が検出されている。

縄文時代では、西谷遺跡から押圧縄文・爪形文土

器などが検出され、草創期の土器として注目されて

きた。遺構では、四十坂遺跡で前期の竪穴住居跡が、

水窪遺跡や菅原遺跡から中期の住居跡が、上宿選跡

で後期の敷石住居跡が検出されている。

弥生時代では、四十坂逮跡より縄文晩期～弥生初

期の土器群が出土し、弥生初期のまとまった資料と

して早くから注目されてきた。その後、平成 2年

の発掘調査では、再葬幕や土坑幕群が検出された。

古墳時代に至ると、遺跡数は急増し、重要な遺構

も多数確認されている。

四十坂遺跡からは、五領～和泉期に至る方形周溝

墓群が検出され、この段階から後期群集墳まで連綿

と墳墓が営まれていたことが知られる。中でも四十

塚古墳は、横矧板鋲留短甲• 五鈴鏡板付轡などを出

土し、これらの遺物から 5世紀後半の当地域の首長

痙と捉えられている。

その後、 6世紀代には、やはり首長墓と想定され

る寅稲荷塚古墳（前方後円墳）が四十塚古墳群内に

出現する。これ以降、首長幕は、お手長山古墳（帆

立貝式古墳）・内出八幡塚古墳（円墳）•愛宕山古墳（方

墳）と順次南東方向へ移動しながら単独で築造され

たことが認められる。

この他に、熊野遺跡の東に接する白山古墳群では、

6世紀代の古墳跡24基（円墳23、帆立貝式古墳 1)

が調査された。弾琴埴輪や壺を捧げ持つ巫女の埴輪

など6体の人物埴輪が、ほぼ完全な形で出土した。

陶製仏殿・置きカマドなど他の集落では見られない

貴重な遺物も多数出土している。

なお、集落の開始時期は、 131次調査 1・2号竪

穴住居跡から出土した畿内産土師器の年代観から、

7世紀第3四半期と考えられている。さらに、 1次

調査において検出された7間X3間をはじめとする

大型建物の存在から、該期の熊野遺跡は初期評家と

想定されている。

また、櫛挽台地縁辺部に位置する中宿遺跡からは、

大規模な総柱式建物跡 20棟が規則的に配置された

状態で検出された。榛沢郡家に伴う正倉跡と推定さ

れ、 7世紀後半の成立であることから熊野遣跡との

関連が想定される。これと前後して台地直下には「滝

下大溝」が掘削された。その北側には条里遺構が検

出されたことから、灌漑と運河の機能を併せ持って

いたことが考えられる。

さらに、熊野遺跡の北東に位置する岡遺跡では、

8世紀第2四半期と考えられる蓮華文軒丸瓦などが

多量に出土する範囲があり、廃寺跡と推測されてき

た。平成 13年度に町教委が実施した確認調査によ

り、版築された基壇状遺構が検出された。近接する

住居跡から「榛」の刻字瓦や「寺」と墨書された土

師器坪も出土し、寺院跡であることが立証された。

このように、奈良～平安時代の櫛挽台地北部は、

中宿遺跡・熊野造跡を中心として、その周辺に集落

や寺院が展開していた状況が窺われる。

古代から中世にかけては、まず岡部六弥太館跡が

あげられる。方形に廻る堀跡や井戸、土堀幕などが

検出された。同様な堀跡は、熊野遺跡と白山遺跡か

らも検出され、館跡に付属するものと推定されてい

る。西龍ヶ谷遺跡では、軸を揃えて並んだ6棟の掘

立柱建物群が確認された。
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1 . 熊野遺跡 （律令期集落・ 官術 ・中世居館） IS. 東光寺裏辿跡 （縄文•平安集落）
2 中宿辿跡 （郡術正倉・律令期集落） 19. 榛沢六郎成消館跡（中世）
3. 滝下辿跡 （河川跡・ 律令）PI集落） 20. 石蒔辿跡 （古墳～平安集落 ・周泄器）
4. 岡廃寺 （寺院跡・ 古墳～徘令期集落） 21. 地神祗辿跡 （古墳～平安集落）
5 岡部条里遺跡 （古墳集落・ 条里水田 ・律令期居宅） 22. 千光寺追跡 （古瑣群• 平安集落）
6 砂田前 ・樋詰辿跡（古墳～平安集落） 23. 西谷追跡 （縄文）
7. 白山辿跡 （古墳群 ・ 律令期集落 • 中世居館） 24. 茶臼山辿跡 （古墳群）
8. 新田辿跡 （律令期集落） 25. 伝上杉館跡 （中世）
9 上宿迫跡 （縄文・ 古墳～律令期集落） 26. 山河聖天社 （中世）
10. 四十坂辿跡 （縄文集落 ・弥生再葬墓・ 周洲器 ・古瑣群） 27. 西龍ヶ谷辿跡 （律令期集落• 中世居館）
II. I原ケ谷戸遺跡 （縄文・ 古墳集落・古墳群） 28. 伝岡部六弥太館跡（中世）
12. 水窪遺跡 （縄文・ 古墳集落 ・ 周溝盤 • 古墳群） A. 四十坂浅間山古墳（円墳）
13. 新井辿跡 （律令期集落） B. 寅稲荷塚古瑣 （前方後円墳）
14. 東五十子追跡 （古墳 • 中世集落） C. お手長山古期 （帆立貝式古瑣）
15. 六反田追跡 （古墳 • 中世集落） D. 前原愛宕山古墳 （方墳）
16. 大奇辿跡 （縄文 • 弥生～律令期集落） E. 内出八幡塚古墳 （円墳）
17. 西浦北追跡 （縄文 ・古墳～律令期集落） F. 四十塚古墳群 （古墳群）

第3図 周辺の遺跡分布
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m 発見された遺構と遺物

1 . 熊野遺跡の概要

熊野造跡は、櫛挽台地北端部に展開する集落跡で

ある。遺跡の標高は 55m前後であり、南西から北

東に向かって緩やかな傾斜を有している。遺跡から

北東へ約 600mで台地縁辺部に達し、眼下には利根

川及び小山川により開析された妻沼低地が開けてい

る。沖積地との比高差は、約20m程である。遺跡は、

南北約 1,000m、東西約 1,300mを測り、当地域最

大の規模を誇る。

熊野遺跡は、主として奈良• 平安時代～中世にか

けて営まれた複合遭跡である。それ以前の櫛挽台地

北部は、古墳群が造営される塾域であった。熊野遺

跡内にも、終末期の帆立貝式古墳であるお手長山

古墳と、これに続くと考えられる内出八幡塚古墳

（円墳）が築造された。その後7-1仕紀中葉から後半
にかけて、選跡が形成されたことが、これまでの発

掘調査により明らかとなっている。

発掘調査は、まず岡部西小学校建設に先立ち、

昭和 52 年~54 年に実施されたのが始まりである。

3次にわたる調査の結果、奈良～平安時代を中心と

した竪穴住居跡83軒、掘立柱建物跡2棟が検出さ

れた。遺物では、円面硯や帯金具などの出土が注目

される。

また、平成 4年度から始まった岡中央土地区画

整理事業に伴う発掘調査は、現在までに 162次にわ

たり実施されている。調査の結果、竪穴住居跡700

軒、掘立柱建物跡 150棟あまりが検出された。この

ほか、 7間X3間の大型建物や、大規模な石組井戸

跡、連房式鍛冶工房、大溝等が特筆される。出土遣

物では、多量の土器類のほかに、帯金具• 円面硯•

唐三彩• 和同開称・刻字紡錘車なども特筆される。

さらに、鎌・ 鋤先などの農耕具や刀子などの鉄製品

も多いが、鉄鏃や小札などの武器• 武具の出上も注

目される。

更に、これらと並行して実施された倶オ）埼玉県埋蔵

文化財調査事業団の4次の調査により、竪穴住居跡

201軒、掘立柱建物跡 110軒、道路状遺構、井戸跡

4基などが検出されている。遺物では、陶棺や置き

カマドなども出土している。

遺跡が形成されたのは、 131次調査 l号・ 2号住

居跡から出土した畿内産土師器の年代観から、 7世

紀第3四半期と推定される。その後、 10世紀代ま

で集落が営まれていたことが判明している。

2. 発見された遺構と造物

今回報告する発掘調査地点は、深谷市岡字内出

2844番地（岡中央土地区画整理事業38街区 11画地）

である。平成4年度以降に実施された熊野遺跡にお

ける発掘調査では、 149次調査にあたる。

調査により検出された遺構は、奈良時代の竪穴

住居跡 1軒、中世～近世の溝跡 3条、土坑5基、

ピット 85基である。近接するアパート 2棟の調査

であったため、便宜上北の調査区を A区、南を B区

として調査を実施した。

以下、順を追って詳述する。

1号竪穴住居跡

B区の南部に位置する。

住居の南側が調査区域外にあるため、規模は不明

である。短軸は 3.02mを測り、長軸3.28m以上で

ある。平面形態は長方形を呈すると想定される。主

軸方位は、 N-80° -Wを示す。

壁はやや角度をもって掘り込まれ、床面は平坦で

ある。確認面からの深さは、 22cm前後を測る。

ピットは4基が検出された。平面形態はいずれも

円形で、直径 38~55cm、床面からの深さは 22~

67cmを測る。

また、床下土坑も検出された。大半が調宵区域外

にあるため、規模は不明である。直径 102cm以上、

深さ 17cm以上となる。

壁溝はカマドを除き全周した。輻は 20~35cm 、

床面からの深さは 6~14cm を測る。

カマドは、西壁を削り出し構築されていた。袖

は粘土の造り付けで、右袖 54cm、左袖 48cmを

測る。燃焼部は、長さ 98cm、最大幅 48cmを測

る。底面は平坦で、煙道に向かい緩やかに立ち上

がる。

出土遺物は、カマド内及びその周辺に集中してい

た。土師器の坪• 網．甑、須恵器の蓋• 坪• 長頸瓶、

土製支脚、砥石、磨り石などが出土した。時期は7

世紀末~s世紀初頭と考えられる 。

1号溝

A区の東端を南北に縦断する。

両端が調査区域外にあり規模は不明であるが、長

さ7.54mにわたり検出された。ほぼ直線的に走行

し、方位はN-19° -Eを示す。
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第4図 熊野遺跡149次調査全測図
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【1号住居跡土I習説明］

-可.＼ 陰 1 II音褐色土 A軽石を多駄含む。
しまり・粘性弱しヽ。

2 茶褐色土 ローム粒を微屈含む。

しまり・粘性なし。

3 II行茶褐色土 ローム粒を微拭含む。

）` I 冒
4 黒褐色土 ローム粒を少薗、炭化

粒 ・焼土粒微且含む。

5 II詔茶褐色土 ローム粒を多屈含む。
6 荼褐色土 ローム粒を多阻含む。

@ J 
7 茶褐色土 ローム粒多阻、ローム

プロックを少阻含む。

8 暗茶褐色土 ローム粒多凪、ローム
プロッ ク微阻含む。

9 茶褐色土 ローム粒多嵐ローム

プロックを微且含む。

叶,巳lDI ＼此怠瓢
JO 茶褐色土 ローム粒を多屈含む。

<'( 
II 茶褐色土 ローム粒を多拭含む。

゜
2m 

I:: 

第5図 1号住居跡実測図

叫 一 ,
8
 

co 

A 
55.80 

ーぎ．

冒

叫靡

[ I号住居跡カマド土I習説明］

1 暗茶褐色土

2 黒褐色土

3 II彰茶褐色土
4 暗茶褐色土

5 茶褐色土
6 黒褐色土

ローム粒少凪、焼土粒を微屈

含む。しまり ・粘性なし。

焼土粒を少鼠含む。

しまりやや弱い。

焼土粒を多鼠含む。

焼土粒を少鼠含む。

ローム粒を多鼠含む。粘性あり。

灰層。焼土粒を少屈含む。

゜
1 m 

第6図 1号住居跡カマド実測図
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第8図 1号住居跡出土遺物実測図(1)
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第10図 1号住居跡出土遺物実測図(3)

1号住居跡出土迫物観察表

番号 器種 口f至 (cm) 器祁1:i(c叫 底径 (cm) 色調 焼成 胎土 残存率 備考

I 坪 (13 51 (4 3) 橙褐色 普通 石英、角I又1石、砂粒、赤色粒 図示 10% カマド一括、内而放射状II音文

2 ＂ (J l 71 (3 81 暗赤褐色 ＂ 石英、角杖1石 図示40% 粒土一括、内而に油脂状黒斑

3 ＂ (I 3.4) (3 I) 橙色 ＂ 石英、角l刈石、砂粒 図示 25% 図示

4 ＂ 
(14 6) (2 7) 橙褐色 II 石英、雲母、微砂粒 図示 7% カマド一括

5 ＂ 
(I 5 I) 《32〉 暗橙褐色 II 石英、角収l石 図示 12% l!l土一括

6 ＂ (I 5 7) 《35) ＂ 
II 石英、角WI石、微砂粒 図示 20% カマドー括

7 Ill[ (I 7.5) 38 ＂ ＂ 石英、角111石、 Ii少粒 図示 35% 図示、内面油脂状黒斑

8 蔽 I 17 6) 《1.7》 赤褐色 良好 角収I石、四FI、（粕良） 図示 7% カマド一括、表裏ヘラミガキ、ロクロ使用

9 ＂ 18 7 3 8 灰棺褐色 やや悲 石英、砂粒 図示 65% 図示、末野、未迎元

IO 坪 16 0 4 6 12 2 功;j月～詞り棋 II 微砂粒、赤色粒、裳/;) 80% 図示、一部黒色処理、ヘラミガキ、ロクロ使用

11 椀 114 3) 〈29) 灰色 良好 長石、片岩 屈I示 5% 股土一括、末野

12 蔽 針H釜36 錐高 II 灰褐色 普通 石英、長石、片岩 図示99% 毅土一括、末野

13 i足llfiJIH 《25) ＂ 
II 石英、長石、片岩 図示 25% 股土一括、末野、櫛歯押引文

14 翌t (24 31 《115》 赤褐色 醤•通 石英、角WI石、砂粒 図示 15% カマド図示

15 II 《68〉 暗赤褐色 ＂ 石英、角l刈石、槃母 図示 35% I塁！示

16 甑 《58) (11 51 黄褐色 II 石英、裳母、（籾良） 図示 15% 脱土一括

17 II 《33》 16 0) 灰赤褐色 ＂ 石英、長石、角閃石、雲母 図示 20% カマド一括

18 吋ュ,c n 24 0 35 3 4 9 暗橙褐色 ＂ 石英、角l灯石、雲母、砂粒 屈l示70% 図示

19 ＂ 23 0 《9I) II 

＂ 石英、角収l石、砂粒 屈liJ¥10% 似土一括

20 II 《II 2) 4 6 暗橙～黒褐 II 石英、角杖l石、裳Iサ 図示 55% カマドl啓l示

長さ (cm) 幅 (cm) 彫さ (cm) 重さ (g)
21 土製支脚 ＂ 砂粒、スサ、細礫 破片 カマドー括

《34) (4 2) (3 6〉 3[ 3 

22 砥石 8 0 3 9 2.3 I 07 3 95% 図示、有孔、凝灰岩製

23 磨り石 16 4 7 7 6 5 1195 0 図示、砥ぎ跡有り

24 II 12 9 
4゜3 0 215 0 図示
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幅は 24~50cm を測る。底面は丸みを帯ぴ、

断面は皿状を呈する。確認面からの深さは、 7.7cm 

前後と浅い。

遺物は、出土しなかった。

2号溝

B区の東端を3号溝と平行する形で南北に縦断す

る。断面観察により、 2号溝の方が新しいことが確

認できた。

両端が調査区域外にあり規模は不明であるが、長

さ7.4mにわたり検出された。確認面での幅は 98

~120cm を測る。主軸方位はN-27°-E を示すが、

北へ行くに従い若干東に振れる。

底部は、南半部においては幅20cm前後で、断面

形態は逆台形を呈する。調査区中央から北に向かい

底面の幅は広がり、調査区北端では幅92cmとなり、

断面は皿状となる。確認面からの深さは 18cmであ

る。

遺物は、出土しなかった。

3号溝

B区の東端を 2号溝と平行して南北に縦断する。

両端が調査区域外にあり、全容は不明である。

検出されたのは 5.7 mの範囲で、しかも西側

の落ち込み部だけである 。 確認面での幅は 92~

110cmを測る。

主軸方位はN-27° -Eを示すが、北へ行くに従

い若干東に振れる。

遺物は、出土しなかった。

1号土坑

A区の北端に位寵する。

平面形態は不整楕円形を呈し、長軸 90cmを測る。

壁はやや角度を持って掘り込まれ、深さは 22cmで

ある。底面は中央が若干くぼみ、南寄りに径25cm

のピットが掘り込まれている。

遣物は出土しなかった。

2号土坑

A区の北東寄りに位置する。

平面形態は不整楕円形を呈し、長軸は 119cmを

測る。

壁は緩やかに掘り込まれ、断面は皿状を呈する。

確認面からの深さは、 12cmと浅い。

遺物は出土しなかった。

3号土坑

A区の南寄りに位置する。

平面形態は不整楕円形を呈し、長軸は 104cmを

測る。

壁は緩やかに掘り込まれ、断面は皿状を呈する。

確認面からの深さは、 15cmである。

遺物は出土しなかった。

4号土坑

A区の中央に位置する。

平面形態は不整円形を呈し、直径84cmを測る。

壁は角度を持って掘り込まれ、確認面からの深さ

は39cmである。

造物は出土しなかった。

5号土坑

A区の南寄りに位置する。

平面形態は隅丸長方形を呈 し、長軸は 151cm、

短軸は 29cmを測る。

壁は角度を持って掘り込まれ、底面は平坦である。

確認面からの深さは、 13cmである。

遺物は出土しなかった。

ピット群

先述したとおり、ピットはA・B両区を合わせて

85基が検出された。しかしながら、建物等の配列

が判明したものはなかった。

いずれも平面形態は円形を基本としている。規模

は、直径 21~118cm、深さ 7~57cm と、ばらつ

きが見られる。

遺物は土師器・須恵器などが出土しているが、い

ずれも小破片であり、図示できうるものではなかっ

た。さらに、埋土の様相からピットは古代に遡るも

のではなく、いずれも混入と考えられる。
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【2・3号滞土I習説明］

l 暗灰褐色土 ローム粒を少鼠含む。
2 暗灰褐色土 ロームプロックを少阻

含む。

3 黄褐色土 ロームプロック主体。
4 茶褐色土 ローム粒多屈、 ローム

プロックを少鼠含む。
5 II音茶褐色土 ローム粒多且、 ローム

プロック微屈含む。

調査区域外
調査区域外

B 
55. 80 

B' 

A A' 
55. 50 

冒 ゜
2m 

第11図 1号溝（左）、 2・3号溝（石）実測図
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冒
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[1号土坑土岡説明］

1 馬褐色土 ローム粒を微凪含む。
2 灰褐色土 ローム粒・ロームプ

ロックを少微薗含む。

Ao ~ ．匹 A;'

(2号土坑土I何説明］
l 黒褐色土 炭化物粒少屈、ローム

プロックを微鼠含む。

2 黄褐色土 ローム粒主体。炭化物
粒を微屈含む。

/ 
~~ •>
A 
•豆百0 2 

二言二冒
A' 

[3号土坑土陪i説明】
l 黒褐色土 ローム粒少凪、

ロームプロック

を微爵含む。

2 黄褐色土 ローム粒主体。

賃€二万二~:＇ A A' 
55. 80 

喜
-~ △'. 
55.80 

書
[4号土坑土府説明】

l 黒褐色土 ローム粒微屈含む。
2 黒褐色土 ロームプロックを少鼠含む。
3 黄褐色土 ロームプロックを多屈含む。

゜
2m 

第12図 1~5号土坑実測図

W まとめ

今回検出された遺構は、竪穴住居跡 l軒と溝3条、

土坑 5基及びピット群である。

1号住居跡は B区から検出され、出土した土器

などから 7 世紀末~s世紀初頭と想定されるもので

ある。他の遺構については、遺物の出土がなく時期

は不明であるが、覆土の状態などから古代に遡るも

のではないと推測される。

A区からは古代の遺構は検出されなかったが、

北に接する 143次調査地点では住居跡や掘立柱建物

跡が重複して検出されている。さらにその東方には

住居跡と掘立柱建物跡が密集する一群があり、多量

の土器群とともに鉄鏃• 鋤先• 鎌• 刀子などの鉄製

品が出土している。これらのなかには帯金具を出土

した内出遺跡 13号住居跡 (7世紀後半）、和同開称

を出土した同 14号住居跡 (8世紀前半）も含まれる。

さらに遺跡北端の 19号住居跡からは、柄香炉形土

製品も検出され、注目される。

また、本調査地点から北方 150mにおける 1次

調査は、 7間X3間をはじめとした大型建物群の

検出や4号住居跡から畿内産土師器が出土したこ

となどから、榛沢初期評家の性格が与えられてい

る。これらの建物群と内出遺跡周辺の遺構群の主

軸方位が近似していることや、先述した豊富な遺

物群から、両者は密接な関わりがあったと推測さ

れる。

今回報告した 1号住居跡は、時期的に先の内出

遺跡 13 号住居跡~14 号住居跡にかけて存続すると

考えられる。ただし、 主軸方位だけを見ると、むしろ

西方に展開する 62次調査区や 61次調査区の住居群

と揃える傾向が見受けられる。

周辺の遺構及び出土遺物は現時点では未整理であ

り、詳細な検討が今後の課題である。

［参考文献］

鳥羽政之 • 竹野谷俊夫 2001 「熊野追跡 I」岡

部町逮跡調査会他
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100m 

熊野遺跡（区画整理地内）遺構配置図
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写 真図版



図版 1

A区全景

ふふ

··~ 心~!
1号住居跡追物出土状況(1) 1号住居跡追物出土状況 (2)

1号住居跡遺物出土状況 (3) 1号住居跡カマド遺物出土状況



図版2

1号住居跡No.2 1号住居跡No.3

1号住居跡No.7 1号住居跡No.9

1号住居跡No.IO 1号住居跡No.19

1号住居跡No.20

1号住居跡No.IS 1号住居跡No.22
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報告書抄録

ふりがな くまのLヽ せき

書 名 熊野遺跡V

副 書 名

シリ ーズ 深谷市埋蔵文化財発掘調査報告書

巻 次 第79集

編著者名 宮本直樹 • 竹野谷俊夫

編集機関 深谷市教育委員会

所在地 〒366-0823 深谷市本住町17番地3 TEL048 (572) 9581 

発行日 平成18年JO月1日

Lよしゅういせさ しょざし，ら コ ー ド
所収逍跡 所在地

r!'ill月•小寸 辿跡
北緯 東経 調 査 期間 調杏面禎 調査原因

くまの いせ さ
さし、たまけんふかやしおか

熊野辿跡
埼玉県深谷市岡 平成11年4月26日から

アパート
あざうらで 11218 63-17 36゚ 12'24" 139゚ 14'27'' I 22sm 

(149次調査） 字内出2844 平成II年5月31日まで
建設

種別 主な時代 主な遣 構 主な追物 特記事項

集落跡 奈良～ 竪穴住居跡 土師器

官衝跡 平安時代 溝跡 須恵器

居館跡 中世 土坑 土製品

ピット 石製品
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編集発行 ●深谷市教育委員会
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